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人口　42，406人　　男　20，219人　　女　22，187人　　15，910世帯（12月1日現在）�
�

　洲本市では、地域の人たちを幼稚園や小中学校の講師に招く「社会人活用事業」が今年度からスタート。�

１１月２０日加茂小学校３・４年生１０５人が、校区内のお年寄り１０人ともちつき大会でふれあいました。�

もちつき大会�
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由良総合福祉センター オープン� 由良港臨港道路開通�

第4次洲本市総合基本計画を策定�

　県洲本土木事務所が整備を進めていた全長761

　、2車線で全幅9.25　の道路。由良地区の海岸

部を通行しており、上灘方面へのアクセスが便利

になりました。�

　養護老人ホーム「由良荘」の建替えと併せた総合的な福祉施設で、特別養護老

人ホーム、ケアハウスを併設。在宅介護支援センターやデイサービス、ショート

ステイのサービスも行われています。�

　架橋新時代を視野におい

た洲本市のまちづくりの指

針として、「交流」をキー

ワードに第４次洲本市総合

基本計画「洲本パールブラ

イトプラン2010」を策定

しました。�

架橋新時代を迎え、今年もいろいろな出来事がありました。�

重要施策のひとつとして位置づけている新都心ゾーン整備事業も、バスセ

ンターの完成など順調に進み、洲本の顔としてだけでなく、淡路の新しい

玄関口として甦っています。�

また、情報化時代に対応するため新たな都市基盤として整備しているケー

ブルテレビも、仮開局し放送を開始しました。�

このような中から、平成11年の主な出来事を紹介します。�

3月�

3月�4月�

メー�
トル�

メー�
トル�

～平成11年の主な出来事～�～平成11年の主な出来事～�

洲
本
市�
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新都心の整備進む（塩屋1・2号線開通）�

本 土 導 水 開 始 �

コンピュータ化による�
戸籍事務スタート�

ISO9002認証取得�

エトワール生石オープン�

淡路島テレビジョン開局 洲本バスセンター完成�

　平成８年度からケーブルテレビの整備が進められています

が、その運営会社である「淡路島テレビジョン」の放送がス

タートしました。�

　淡路島の新しい玄関口としてだけでなく、陸上交通の結節拠

点、広域交流の拠点として建設されました。�

　紀淡海峡を望む景観や、成ケ島などの恵まれた地域の自然環境を生

かして、都会と農山漁村との交流を図る施設として建設されました。

魚釣り・みりん干し作り体験や会議、研修、宿泊などに利用できます。�

　行政サービスの向上

や市の業務の透明性、�

公平性を確保し、市民

と新しい信頼関係を築�

くため、ＩＳＯ（国際

標準化機構）が定める�

品質保証の規格認証を

取得しました。今回取�

得した部署は総務部と

市民福祉部で、残りの�

部署は来年１月に認証

取得の予定です。�

　慢性的な水不足を解消し、

水道水を安定供給するため、

一市十町で構成する淡路広

域水道企業団が取組んでき

た淡路広域水道用水供給事

業が完成し、本土からの給

水が始まりました。給水人

口は、約１７万６千人、１日の

最大給水量は、３万７千１００

　です。�

　「新都心ゾーン整

備構想」に沿って整

備が順調に進んでい

ますが、市道「塩屋

１・２号線」が１２月

２０日開通します。�

ト�
　ン�

開通、間近かの塩屋１号線（洲本川方面.から）�開通、間近かの塩屋１号線（洲本川方面.から）�

＊
地
域
振
興
券
を
交
付
　
　
（
三
月
）�

＊
下
加
茂
橋
開
通
　
　
　
　
（
三
月
）�

＊
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
増�

　
床
工
事
開
始
　
　
　
　
　
（
七
月
）�

＊
「
介
護
保
険
」
要
介
護
認
定
受
付
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
）�

＊
中
座
の
狸
が
洲
本
へ
里
帰
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
）�

＊
「
光
の
街
・
洲
本
」
で
市
内
を
ラ�

　
イ
ト
ア
ッ
プ
（
予
定
）
　
　
　
　

そ
の
他
の
出
来
事�

　戸籍事務について、市民サービスの向上と事

務の効率化を図るため、コンピュータを導入し

ました。事務処理がスピードアップし、スムー

ズに行われるようになりました。�

4月�

4月�

8月�

4月�

１０月�

１２月�
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13地区で実施�
�

地
域
の
活
性
化
や
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く�

り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
は�

た
い
へ
ん
重
要
で
す
。�

本
年
度
は
、
市
内
十
三
地
区
に
お
い
て
、
皆
さ
ん
の
生
の�

声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、�

ご
要
望
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
質
疑
の
う
ち
、
市
全
般
に
関
わ
る�

案
件
に
つ
い
て
抜
粋
し
、
市
の
回
答
の
概
略
と
併
せ
て
次�

の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。�

�Ｑ
　
紀
淡
海
峡
大
橋
の
計
画
の�

現
状
に
つ
い
て�

Ａ
　
平
成
三
年
度
か
ら
建
設
省�

に
お
い
て
調
査
が
開
始
さ
れ
、�

平
成
五
年
度
か
ら
は
兵
庫
県
と�

和
歌
山
県
が
加
わ
り
、
三
者
合�

同
で
現
在
調
査
が
行
わ
れ
て
い�

ま
す
。
平
成
十
年
度
か
ら
は
、�

徳
島
市
、
鳴
門
市
、
阿
南
市
も�

期
成
同
盟
会
に
加
盟
し
、
一
層�

強
力
な
実
現
活
動
を
展
開
し
て�

い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

Ｑ
　
加
茂
中
央
線
の
今
後
の
計�

�

画
、
完
成
時
期
に
つ
い
て�

Ａ
　
市
街
地
に
入
る
東
西
交
通�

の
最
重
要
路
線
と
し
て
位
置
付�

け
て
お
り
、
旧
軌
道
敷
の
道
路�

化
と
い
う
こ
と
で
改
良
に
取
組�

ん
で
い
ま
す
。
現
在
用
地
買
収�

を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
順�

次
工
事
着
手
し
、
早
期
に
供
用�

開
始
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い�

る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

Ｑ
　
ポ
イ
捨
て
は
条
例
化
で
き�

な
い
の
か�

Ａ
　
連
合
町
内
会
に
お
い
て
も�

�

ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し
て
、
ポ
イ�

捨
て
、
ふ
ん
害
防
止
の
た
め
チ�

ラ
シ
の
配
布
で
啓
発
に
取
組
ん�

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、�

洲
本
市
で
も
島
内
各
町
と
連
携�

し
、
環
境
美
化
向
上
の
た
め
、�

条
例
制
定
に
向
け
準
備
を
進
め�

て
い
ま
す
。�

（
十
二
月
議
会
に
上
程
し
て
い
ま
す
。）�

�

Ｑ
　
大
浜
公
園
周
辺
整
備
の
方�

針
と
見
通
し
に
つ
い
て�

Ａ
　
整
備
方
針
と
し
て
は
、
松�

林
の
保
全
・
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク�

の
整
備
・
ト
イ
レ
の
水
洗
化
・�

駐
車
場
、
売
店
、
茶
店
な
ど
の�

整
備
・
多
用
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ�

ョ
ン
機
能
の
充
実
な
ど
で
す
。�

本
年
度
事
業
は
、
延
長
七
十
　�

の
突
堤
新
規
増
築
工
事
を
実
施�

し
ま
す
。�

�

Ｑ
　
南
淡
路
広
域
農
道
（
オ
ニ�

オ
ン
道
路
）
の
進
捗
状
況
に
つ�

い
て�

Ａ
　
こ
の
農
道
は
、
洲
本
市
か�

ら
三
原
郡
に
至
る
高
規
格
の
農�

道
で
す
。
計
画
延
長
二
十
　
　
、�

総
事
業
費
百
億
円
の
事
業
で
、�

本
市
内
で
の
進
捗
率
は
十
月
現�

在
で
、
用
地
に
つ
い
て
は
十
二�

　
、
工
事
に
つ
い
て
は
十
七�

で
す
。�

�

Ｑ
　
火
災
や
台
風
時
の
際
、
Ｃ�

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
緊
急
放
送
は
で
き
な�

�

い
の
か�

Ａ
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
、
火
災
発�

生
と
鎮
火
情
報
を
９
チ
ャ
ン
ネ�

ル
で
テ
ロ
ッ
プ（
字
幕
）放
送
し�

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な�

災
害
な
ど
が
発
生
し
、
市
が
災�

害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
場
合�

は
、
９
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
実
況�

中
継
放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

�

　
以
上
が
各
地
区
で
の
主
な
質�

疑
の
要
点
で
す
。�

　
な
お
、
全
地
区
共
通
の
要
望�

事
項
と
し
て
は
、
保
健
・
福
祉�

に
関
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
道�

路
整
備
に
関
す
る
こ
と
が
出
さ�

れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い�

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署�

に
お
い
て
慎
重
に
協
議
、
検
討�

し
、
実
施
可
能
な
事
柄
か
ら
順�

次
着
手
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
全
体
の
「
ま
ち
づ�

く
り
懇
談
会
」
が
、
十
一
月
二�

十
五
日
　
み
く
ま
ホ
ー
ル
（
ポ�

ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
三
階
）�

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ�

い
て
は
、
各
単
位
町
内
会
長
さ�

ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
各
地
区
懇
談
会
で
の
質
問
、�

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
市
長�

講
話
の
ほ
か
各
部
長
か
ら
主
要�

施
策
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
質�

疑
応
答
な
ど
で
意
見
交
換
が
行�

わ
れ
ま
し
た
。�

�
　
洲
本
市
の

ふ
れ
あ
い
の
賞

の
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
十
五
日�

開
催
の「
洲
本
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
賞
は
、
市
民
憲
章
に
定
め
た
理
念
に
そ
っ
た
、
こ
こ
ろ
豊
か�

な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
理
念
に�

そ
っ
た
地
域
社
会
づ
く
り
活
動
を
実
践
実
行
さ
れ
た
団
体
や
個
人
に�

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。�

　
今
回
は
、
単
位
町
内
会
長
を
お
お
む
ね
五
年
以
上
務
め
ら
れ
た
人�

を
対
象
と
し
、
退
任
さ
れ
た
人
を
含
め
て
、
和
田
正
孝
・
細
工
町
会�

長
ほ
か
四
十
五
名
の
皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

守
　
先
　
　
　
裕
（
山
田
原
）�

橋
　
本
　
朔
　
一
（
畑
田
）�

山
　
崎
　
一
　
男
（
宇
山
）�

中
　
川
　
徳
　
夫
（
東
築
地
町
）�

大
　
学
　
　
　
稔
（
水
筒
町
）�

池
　
上
　
　
　
永
（
東
下
屋
敷
町
）�

速
　
水
　
元
　
一
（
馬
木
）�

井
　
内
　
節
　
雄
（
由
良
紺
屋
町
）�

水
　
本
　
恒
　
雄
（
畑
田
）�

田
　
村
　
音
　
市
（
中
下
屋
敷
町
）�

山
　
西
　
晴
　
夫
（
大
野
下
）�

真
　
野
　
武
　
司
（
竹
原
）�

岡
　
部
　
利
　
盟
（
竹
原
）�

白
　
川
　
惣
一
郎
（
相
川
）�

元
　
地
　
　
　
稔
（
山
下
町
）�

西
　
田
　
　
　
晃
（
大
工
町
）�

前
　
田
　
政
　
和
（
西
下
屋
敷
町
）�

笹
　
本
　
　
　
勝
（
小
路
谷
）�

柏
　
木
　
　
　
亨
（
船
場
町
）�

魚
　
崎
　
定
　
美
（
仲
山
水
）�

中
　
畑
　
勝
　
男
（
桑
間
一
丁
目
）�

柚
　
木
　
　
　
寛
（
奥
畑
）�

坂
　
本
　
文
　
夫
（
奥
畑
）�

和
　
田
　
正
　
孝
（
細
工
町
）�

高
　
鍋
　
松
　
雄
（
緑
ケ
丘
）�

冨
　
永
　
秀
　
夫
（
新
開
地
）�

上
　
田
　
淳
一
郎
（
内
田
）�

新
　
居
　
　
　
治
（
仲
津
）�

濱
　
　
　
喜
　
七
（
馬
場
町
）�

西
　
田
　
勝
　
彦
（
川
傍
町
）�

川
　
添
　
義
　
巳
（
西
汐
見
町
）�

浜
　
端
　
嘉
　
和
（
塩
屋
） �

渡
　
辺
　
勇
　
虎
（
中
下
屋
敷
町
）�

佐
　
藤
　
一
　
雅
（
西
幸
町
） �

名
　
田
　
徹
　
美
（
由
良
南
） �

福
　
島
　
一
　
也
（
仲
小
路
） �

野
　
村
　
純
　
弘
（
常
盤
町
）�

太
　
田
　
浅
　
雄
（
竹
原
）�

深
　
堀
　
克
　
己
（
山
下
町
）�

松
　
下
　
千
　
尋
（
水
筒
町
）  �

庄
　
瀬
　
美
　
見
（
川
西
）�

大
久
保
　
利
　
一
（
相
川
）�

谷
　
　
　
考
　
一
（
上
清
水
町
）�

吉
　
本
　
茂
　
信
（
由
良
南
）�

川
　
浦
　
幸
　
重
（
仲
小
路
）�

篠
　
原
　
敏
　
夫
（
東
紺
屋
町
）  

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

（木）�

（木）�

お
め
で
と
う�

受
賞
者
の
皆
さ
ん

�

〔
四
十
六
名
〕� “�

”�

”�

“�

．� ．�．�

．�．�．�

．� ．�．� ．�．�

．�

市　内�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）�
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市
内
十
六
校
の
児
童
、
生
徒
が
参
加
し
た「
第
五
十
回
洲
本
市
小
中
学
校
連
合
音
楽
会
」�

が
十
一
月
十
七
日
　
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
会
で
初
め
て
の
試
み
と�

し
て
「
中
川
原
中
学
校
」
と
「
安
乎
中
学
校
」
の
全
校
生
徒
に
よ
る
合
同
合
唱
が
披
露
さ�

れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
こ
の
二
校
の
生
徒
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
新�

幹
線
が
通
り
抜
け
る
ほ
ん
の
数�

分
の
た
め
に
、
練
習
に
取
り
組�

み
ま
し
た
。�

　
「
な
ぜ
、
そ
ん
な
少
し
の
時�

間
の
た
め
に
…
」
と
思
わ
れ
る�

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち�

に
と
っ
て
そ
の
数
分
は
、
と
て�

も
大
き
い
意
味
が
あ
っ
た
の
で�

す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
数
分
に�

は
小
規
模
の
学
校
だ
け
ど
、
大�

規
模
校
に
負
け
な
い
迫
力
あ
る�

歌
を
歌
い
た
い
、
一
番
近
い
学�

校
と
の
交
流
を
深
め
、
心
を
一�

つ
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て�

も
ら
い
た
い
と
い
う「
気
持
ち
」�

が
こ
も
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。�

　
二
回
の
合
同
練
習
は
、
練
習�

時
間
が
短
か
っ
た
せ
い
か
、「
も�

う
少
し
」
と
い
う
不
安
を
残
し�

て
終
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
本�

番
の
わ
ず
か
二
時
間
前
に
行
わ�

れ
た
最
後
の
合
同
練
習
は
、「
も�

う
、
後
が
な
い
。
が
ん
ば
る
し�

か
な
い
。
」
と
い
う
気
持
ち
に�

な
り
、
だ
れ
も
が
真
剣
に
取
り�

え
た
瞬
間
を
見
守
っ
て
く
れ
た�

方
々
。
「
感
動
し
た
よ
。」そ
の�

一
言
に
あ
り
が
と
う
。�

�

互
い
の
学
校
の
課
題
を
見
つ
け�

る
こ
と
は
で
き
た
。�

　
二
回
目
の
練
習
会
で
は
、
中�

川
原
中
学
校
が
今
ま
で
練
習
し�

た
楽
譜
か
ら
私
た
ち
の
楽
譜
に�

合
わ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。�

こ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
全
淡�

音
楽
会
、
市
内
音
楽
会
と
も
に�

順
調
に
歌
う
こ
と
が
で
き
、
聴�

衆
の
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き�

た
と
思
う
。�

　
い
よ
い
よ
本
番
。�

　
「
聞
い
て
い
る
人
を
感
動
さ�

せ
る
歌
を
う
た
お
う
。」�

　
「
言
葉
を
大
切
に
。
息
を
合�

わ
せ
る
こ
と
。」�

先
生
か
ら
受
け
た
注
意
の
言
葉�

が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。
パ
っ
と
ス�

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
照
ら
さ
れ
る
。�

一
気
に
ス
テ
ー
ジ
へ
。
前
奏
が�

ひ
び
き
、思
い
き
り
歌
う
。ワ
ア�

ー
と
拍
手
の
嵐
が
目
に
飛
び
込�

ん
で
来
た
。成
功
だ
！
み
ん
な
の�

笑
顔
が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
去
っ
た
。�

　
帰
校
の
バ
ス
の
中
で
も
、
あ�

の
曲「
遠
い
日
の
歌
」の
メ
ロ
デ�

ィ
ー
を
口
ず
さ
ん
で
し
ま
っ
た
。�

　
「
人
は
た
だ
風
の
中
を
迷
い�

な
が
ら
…
…
…
。」�

　
始
め
に
感
じ
て
い
た
不
安
や�

戸
惑
い
が
、
い
つ
し
か
一
緒
に�

歌
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
、
喜�

び
や
感
動
に
か
わ
っ
て
い
っ
た
。�

大
き
な
歌
声
は
、
大
き
な
心
の�

輪
を
広
げ
て
く
れ
た
よ
う
な
気�

が
す
る
。�

　「
♪
人
は
た
だ
風
の
中
を
…
」�

新
幹
線
が
街
を
通
り
抜
け
て
い�

く
よ
う
に
「
あ
っ
」
と
言
う
間�

に
安
乎
中
学
校
と
の
合
同
合
唱�

は
終
り
ま
し
た
。�

組
み
ま
し
た
。
歌
に
気
持
ち
を�

込
め
る
、
て
い
ね
い
に
歌
う
、�

み
ん
な
の
呼
吸
を
合
わ
せ
る
と�

い
う
事
を
考
え
な
が
ら
。�

　
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
音
符�

や
文
字
に
「
命
」
が
吹
き
込
ま�

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
「
人
間
」�

と
い
う
楽
器
を
使
っ
て
…
。
た�

と
え
一
人
の
人
に
で
も
感
動
し�

て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
心
を
込�

め
て
歌
っ
た
瞬
間
に
。
そ
れ
は�

初
め
て
安
乎
中
学
校
と
中
川
原�

中
学
校
と
い
う
校
区
を
越
え
て
、�

私
た
ち
が
一
つ
に
な
れ
た
瞬
間�

で
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
「
感
動
し
た
よ
。」そ
の
一
言�

に
涙
が
出
て
き
そ
う
に
な
り
ま�

し
た
。
練
習
の
時
、
納
得
の
い�

く
歌
を
な
か
な
か
歌
え
ず
悔
し�

く
て
み
ん
な
で
泣
い
た
こ
と
も
、�

そ
の
一
言
で
素
晴
ら
し
い
思
い�

出
に
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
安
乎
中
学
校
と
中
川
原
中
学�

校
が
、
み
せ
か
け
だ
け
で
な
く
、�

本
当
の
意
味
で
一
つ
に
な
り
、�

私
た
ち
の
宝
物
が
ま
た
一
つ
増�

�

　
「
今
年
の
音
楽
会
は
、
中
川�

原
中
学
校
と
合
同
で
歌
う
こ
と�

に
な
り
ま
し
た
。」�

　
先
生
の
一
言
で
教
室
の
中
が�

ざ
わ
め
き
だ
し
た
。
小
学
校
の�

頃
か
ら
出
場
し
て
き
た
音
楽
会�

だ
が
、
他
校
と
の
合
同
は
今
回�

が
初
め
て
で
あ
る
。
み
ん
な
の�

様
々
な
気
持
ち
が
入
り
混
っ
た�

雰
囲
気
の
中
で
の
練
習
が
始
っ�

た
。
歌
い
手
の
気
持
ち
が
重
り�

合
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
よ
い
合�

唱
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
日
の�

練
習
は
あ
ま
り
ス
ム
ー
ズ
に
進�

ま
な
か
っ
た
。�

　
今
年
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は�

最
後
の
音
楽
会
。�

　
「
安
乎
中
学
校
だ
け
で
歌
い�

た
い
。
成
功
さ
せ
た
い
。」�

と
い
う
こ
だ
わ
り
を
持
ち
な
が�

ら
、
一
回
目
の
合
同
練
習
会
に�

臨
ん
だ
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
が
鳴
り�

ひ
び
く
中
、
思
い
き
り
声
を
出�

し
て
歌
っ
た
。
何
か
お
か
し
い
。�

音
が
ち
ぐ
は
ぐ
だ
。
な
ん
と
両�

校
で
楽
譜
が
違
っ
て
い
た
の
だ
。�

ほ
と
ん
ど
交
流
も
な
く
、
「
合�

同
」
の
意
味
な
い
練
習
に
終
っ�

て
し
ま
っ
た
が
、
次
回
へ
の
お�

�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域５ヵ店�

（水）�

中
川
原
中
学
校
三
年
代
表�

　
　
　
　
　
神
代
美
由
紀�

　
　
　
　
　
南
岡
　
尚
江�

�

風
の
谷
に
ひ
び
く
歌
声�

安
乎
中
学
校
三
年
一
同�

32

「
感
動
し
た
よ
」�

　
　
　
　
そ
の
一
言
に�

こ
ろ�
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定員管理等の状況�定員管理等の状況�
非常に厳しい状況にあり、とりわけ地方公務員の給与等について、�

なさんのご理解をえるために次の１１項目について、市職員の給与・�

7 昇給期間短縮の状況�

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る�
　　　職員に支給された平均額です。�

千円�

千円�

千円�

千円�

％�

人�

％�

円�

人� 人� 人�

人� 人� 人�

％� ％� ％�

人� 人� 人�

人� 人� 人�

％� ％� ％�

区　　　　　　　　分�

区　分�

（平成１１年４月１日現在）�

8 職員手当の状況�

１０年度�

９年度�

職　　員　　数�
（Ａ）�

比　　　　　率�
（Ｂ）/（Ａ）�

普通昇給期間（１２～２４月）を�
短縮して昇給した職員数（Ｂ）�

職　　員　　数�
（Ａ）�

比　　　　　率�
（Ｂ）/（Ａ）�

普通昇給期間（１２～２４月）を�
短縮して昇給した職員数（Ｂ）�

３２８� ２５０� ７８�

　　０� 　　０� 　０�

　　０� 　　０� 　０�

３３０� ２５３� ７７�

　　０� 　　０� 　０�

　　０� 　　０� 　０�

合　計�一般行政職�技能労務者�

期末手当�
�
勤勉手当�

退職手当�

洲　　本　　市� 国�
（平成10年度支給割合）�
　　　　　期末手当　勤勉手当�
６月期　　1.6月分　　0.6月分�
１２月期　　1.9月分　　0.6月分�
３月期　　0.55月分　　　月分�
　計　　　4.05月分　　1.2月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置�

（平成10年度支給割合）�
　　　　　期末手当　勤勉手当�
６月期　　1.6月分　　0.6月分�
１２月期　　1.9月分　　0.6月分�
３月期　　0.55月分　　　月分�
　計　　　4.05月分　　1.2月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置�有� 有�

（支給率）　  自己都合　  勧奨・定年�
勤続２０年　 21.0 月分　28.875月分�
勤続２５年　 33.75月分　44.55 月分�
勤続３５年　 47.5 月分　62.7    月分�
最高限度額　 60.0 月分　62.7    月分�
                        定年前早期退職�
その他の加算措置　特例措置（2％�
                           ～20％加算）�

退 職 時 �
特別昇給�

１人当たり�
平均支給額�

原則１号俸�

１４，６２２千円 ２６，０６４千円　�

（支給率）　  自己都合　  勧奨・定年�
勤続２０年　 21.0 月分　28.875月分�
勤続２５年　 33.75月分　44.55 月分�
勤続３５年　 47.5 月分　62.7    月分�
最高限度額　 60.0 月分　62.7    月分�
                        定年前早期退職�
その他の加算措置　特例措置（2％�
                           ～20％加算）�

退 職 時 �
特別昇給�
�

原則１号俸�

調整手当�
（１１年４月�
１日現在）�支給対象職員１人当たり平均支給年額（１０年度決算）�

国　　　　の　　　　制　　　　度 （支　給　率）�

支　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　率�
支　　　給　　　対　　　象　　　職　　　員　　　数�

７.５�
３４０�
０�

３１５，３４４�

特殊勤務�

手　　当�

（１０年度）�

時 間 外 �

勤務手当�

１０年 度�

９ 年 度�

区　　　　　　　　分�
職員全体に占める手当支給職員の割合�
支給対象職員１人当たり平均支給年額�
手　当　の　種　類（手　当　数）�

代表的な手当の�

名　　　　　称�

支給率の多い手当�

多くの職員に支給�
されている手当�

清掃作業の特殊勤務手当�
市税職員の特殊勤務手当�

清掃作業の特殊勤務手当�

全　　職　　種�
３３.８％�
８５，１８１円�
２２�

支　給　総　額�
職員１人当たり支給年額�
支　給　総　額�

職員１人当たり支給年額�

９９，８１６�
２９４�

　８３，９２６�
２４７�

区　　分�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

内　　　　　　　容� 国の制度�
との差異�

国 の 制 度 と �
異 な る 内 容 �

配偶者………………………16，000円�
扶養親族２人まで………各 5，000円�
（配偶者がいない場合、そのうち１人11，000円、扶養家族�
でない配偶者を有する場合の１人目の子等6，500円。）�
その他の扶養親族………各 2，000円�
満16歳から満22歳までの扶養親族…１人につき５，000円加算�
借家居住者…12，000円を超える家賃�
　　　　　　の額（27，000円を限度）�
自己居住者…3，500円�
交通機関利用者…運賃（50，000円を限度）�
交通用具利用者…自動車等使用距離�
　　　　　により 4，100～20，900円�

自己居住者�

　　一律 3，500円�

片道２Km未満の�
交通用具利用者�
　　　　1，000円�

同�

同�

異�

異�

（注）　職員数は一般職の属する職員数であり、地方公務員の身分の保有する�
　　　休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。�
　　　　なお、洲本市職員定数条例の職員の定数は４３３人である。�

（各年４月１日現在）�

9 特別職の報酬などの状況�
区　　分� 区　　分�給料月額等� 給　料　月　額　等�

給
　
　
料�

報
　
　
酬�

期
末
・
勤
勉
手
当

�
市　　長�

助　　役�

収 入 役 �
議　　長�

副 議 長 �

議　　員�

市　　長�

助　　役�

収 入 役 �
議　　長�

副 議 長 �

議　　員�

（10年度支給割合）期 末　　　勤 勉�
６月期　　1.6月分　　0.6月分�
１２月期　　1.6月分　　0.6月分�
３月期　　0.5月分�
　計　　　4.0月分　　1.2月分�
（10年度支給割合）期 末　　　�
６月期　　2.2月分　　�
１２月期　　2.5月分　　�
３月期　　0.5月分�
　計　　　5.2月分　　�

�

９８０，000円�

８００，000円�

７００，000円�

�
５２５，000円�

４３５，000円�

４０５，000円�

�

１０�部門別職員数の状況と主な増減理由�

１１�定員の適正化計画の数値目標及び�
進捗状況�

区　　分�
部　　門�

職　員　数�
平成10年�平成11年�

対 前 年�
増 減 数�

主　な　増　減　理　由�

　　６�
　８３�
　２０�
　５６�
　４３�
　　１�
　２０�
　　７�
　２８�
２６４�
　７０�
　　２�
　７２�
３３６�
　　０�
　２９�
　１３�
　１９�
　６１�
３９７�

　　６�
　８５�
　２０�
　６２�
　４２�
　　１�
　１９�
　　７�
　２８�
２７０�
　６８�
　　２�
　７０�
３４０�
　　０�
　２８�
　１３�
　１６�
　５７�
３９７�

�
　２�
�
　６�
△１�
�
△１�
�
�
　６�
△２�
�
△２�
　４�
�
△１�
�
△３�
△４�

�
２名追加配置�
�
介護保険制度による増員及び欠員補充�
事務の統廃合縮小�
�
事務の統廃合縮小�
�
�
�
欠員不補充�
�
�
�
�
欠員不補充�
�
会計区分変更による減員�

一
般
行
政
部
門

�

政
部
門�

特
別
行�

会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

議　　会�
総務企画�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
労　　働�
農林水産�
商　　工�
土　　木�
小　　計�
教　　育�
消　　防�
小　　計�
�
病　　院�
水　　道�
下 水 道�
そ の 他�
小　　計�
�

普 通 会 計 計 �

合　　　計�

部　門�区 分�

一　般�
行　政�
部　門�

減　員�
増　員�
差　引�
職員数�

６　年�
計画前年�

７　年�
１年目�

８　年�
２年目�

９　年�
３年目�

１０年�
４年目�

１１年�
５年目�

7年～11年�
計�

（参考）�
数値目標�

�
�
�
２６６�

　１３�
　１２�
　△１�
２６５�

　　９�
　１４�
　　５�
２７０�

　１１�
　　８�
　△３�
２６７�

　１４�
　１１�
　△３�
２６４�

　１４�
　１２�
　△２�
２６２�

　６１�
　５７�
　△４�
２６２�

�
�
�
２６２�

　今、高齢化、国際化、情報化等「変革の時代」にあって、住民ニーズ�

もますます高度化、多様化してきている。こうした中で、地方公共団体�

には、ますます重要な役割と責任を果たすことが求められ、住民ニーズ�

に応えるためには、公務能率の一層の向上を図ることのできる行政運営�

を作って行かなければならない。�

　このようなことから「定員モデル」及び「類似団体別職員の状況」に�

よる定員適正化目標の検討、これまでの定員管理の実績、今後の行政需�

要等を勘案し、現下の厳しい状況をかんがみればさらに適正な定員規模�

の実現に引き続き努力する必要がある。�

�

　組織・機構の簡素化、ＯＡ化等による事務処理の改善・合理化と事業�

の民間委託等を積極的に進めるとともに新たな行政需要や施設の新設等�

については、原則として職員の配置転換等によって公務能率の向上に努�

める。�

定員適正化計画目標（数・率）�

定員適正化手法の概要�

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要�

△４（５０％）�

①

②

③



7

市職員の給与・�市職員の給与・�
　国・地方をとりまく社会経済情勢・財政事情は、�

大きな関心が寄せられています。ここに市民のみ�

定員管理等を公表します。�

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。�

1 人件費の状況（普通会計決算）�

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。�
　　　２．給与費は当初予算に計上された額です。�

（注）１．洲本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

（注）　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、�
　　　採用後の年数をいうものです。�

2 職員給与費の状況（普通会計予算）�

及び平均年齢の状況（平成１１年４月１日現在）�
3 職員の平均給料月額、平均給与月額�

区　分�

平　成�
１０年度�

住民基本台帳人口�
（年度末）�
11年3月31日　　人�

人�

円�

円�

円�

人� 人� 人� 人� 人� 人� 人� 人�

％� ％� ％� ％� ％� ％� ％� ％�

％� ％� ％� ％� ％� ％� ％� ％�

％� ％� ％� ％� ％� ％� ％� ％�

円� 円�

円� 円� 円�

円� 円� 円�

円� 円� 円�

円� 円� 円� 円�

円� 歳� 円� 円� 歳�

円� 歳� 円� 歳�

４２，４１４� １８，９１７，９８４�２４１，２３５�３，４８１，５２７�１８.４� ２０.３�

３３７�１，４２３，６１４�３３９，６９０� ７２６，７０４�２，４９０，００８� ７，３８９�

千円� 千円� 千円�

千円� 千円� 千円�千円� 千円�

％� ％�

歳 出 額 �
（Ａ）�

人 件 費 �
（Ａ）�

人件費率�
（Ｂ/Ａ）�

実質収支�
（参考）�
９年度の�
人件費率�

区　分�

１１年度�

１人当たり�
給　与　費�
（Ｂ/Ａ）�

�

職員数�
（Ａ）�

給　　　与　　　費�

給　　料�職員手当等�期末・勤勉手当� 計（Ｂ）�

4 職員の初任給の状況（平成１１年４月１日現在）�

5 職員の経験年数別・学歴平均給料月額の状況�

区　分�

洲本市�

国�

国�

一　般　行　政　職� 技　能　労　務　者�
平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�

３６１，７００�

１７４，２００�

２８４，７００� ３２９，５００� ３８０，８００�

２５３�

１００.０�

１００.０�

１００.０�

２４０，５００� ２８４，７００� ３２１，２００�
２２６，４００� ２４８，６００� ２８４，７００�

１９４，４００� １７４，２００� １８８，５００�
１４６，３００� １６３，６００� １４１，７００� １５１，６００�

４５１，５０２� ３２１，４００� ３９７，６０９�４２.６� ４５.８�

３２２，０３３� ２８６，９５８�３９.７� ４７.８�

区　　　分�

一般行政職�

一般行政職�

技能労務職�

大学卒�
高校卒�

大学卒�
高校卒�
高校卒�

洲　　本　　市�

決定初任給�
採用２年経過日�
給　料　額�

決定初任給�
採用２年経過日�
給　料　額�

（平成１１年４月１日現在）�

6 一般行政職の級別職員数の状況�
（平成１１年４月１日現在）�

区　　　分� 経験年数10年� 経験年数15年� 経験年数20年�

３０�

１１.９�

１０.８�
�

１２.７�

２４�

９.５�

９.６�

８.２�

２２�

８.７�

７.２�

３.３�

５８�

２２.９�

２５.６�

３４.４�

５０�

１９.８�

２０.４�

２０.５�

３９�

１５.４�

１３.６�

１０.７�

３０�

１１.９�

１２.８�

１０.２�

参
　
　
考�

区　　分�

標 準 的 な �
職 務 内 容 �

職　員　数�

構　成　比�

１年前の�
構 成 比 �

５年前の�
構 成 比 �

１ 級 �２ 級 �３ 級 �４ 級 �５ 級 �６ 級 �７ 級 �
事務員�
技術員�

主　事�
技　師�

主　任�主　任�
係　長�
主　査�

部　長�
課　長�

課長補佐�
計�

◆受付期間�
　平成１１年１２月２０日（月）～平成１２年１月３１日（月）、�

　午前９時～午後５時まで�

　（ただし、土・日・祝日・年末年始を除きます）�

◆受付場所�
　　市役所由良支所  　市役所都市整備部管理課�

◆分譲区画数�
　　１４区画�

◆分譲区画面積�
　　１３２.６５平方　～２５３.００平方�

◆分譲単価�
　　１３４，０００円／　～１６８，０００円／　　�

◆建築条件�
　　一戸建住宅のほか事務所、店舗、倉庫等も建築が�

　　可能です。�

　　建ぺい率は６０　。�

　　建物の階数は２階までとします。�

「分譲のしおり」は由良支所か市役所都市整備部管理�

課にあります。また、１２月下旬、１月中旬に現地説�

明会を予定しています。�

　詳しくは、市役所都市整備部管理課（☎２２・３３�

２１・内線３４０）へ。�

由良埋立地の宅地分譲のご案内�

メー�
トル�

メー�
トル�

パー�
セント�

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽ ▽

▼
�

㎡ ㎡

由
良
体
育
館

由
良
体
育
館�

由
　
良
　
港�

由
　
良

由
　
良�

由　良（一）�

（二）�

由良支所�

由良小学校�

由良南保育所�

由
良
保
育
所

由
良
保
育
所�

観
音
寺

観
音
寺�

由
良
体
育
館

由
良
体
育
館�

由
　
良�

由　良（一）�

（二）�

由良支所�

由良小学校�

由良南保育所�

由
良
保
育
所�

観
音
寺�

由
良
体
育
館�

分譲地�
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多目的広場がオープン3周年を迎えました�
�

もぎたてみかんを賞味�白寿をお祝い、顕彰碑が建立されました� 巽さんが功労者表彰を受賞�

淡路に伝わる踊りや�

お年寄り交流拠点� 山火事を想定・消防団が訓練�

　郷土芸能祭「わいらの唄や踊り」が１１月７日、洲�
本市民会館で行われ、淡路に伝わる民謡や踊りなど�
の郷土芸能が披露されました。�

　お年寄りのふれあいの場となる「街�
角サロン」が塩屋筋商店街にオープン�
しました。お年寄りらの休憩場所とし�
て交流の拠点となるほか、手作り品の�
販売や福祉情報コーナーが設けられて�
います。お気軽にご利用ください。�

　市消防団と淡路広域消防本部、洲�
本警察署合同の消火訓練が、１１月７�
日行われました。訓練は三熊山付近�
で大規模火災が発生したとの想定で�
行われ、中継送水や遭難者の避難誘�
導、周辺住民への周知など実践さな�
がらの消火活動が行われました。�

　多目的広場（御食国横）が、オープン３周年を迎え、１１月２７日もち配りなどの記念イベントが行われました。�
また、「御食国」では格安販売、ＪＡ日の出の「ふれあい市」では農作物のプレゼント、洲本酪農では新しいコー�
ヒー牛乳の試飲などが行われました。�

　市果樹協会が募集していた「みかん�
の木のオーナー」の現地説明会が１１月�
２８日、物部と宇原の２か所の果樹園で�
行われました。収穫方法や保存方法の�
説明を受けた後、「オーナー」とその�
家族らはもぎたての味を楽しんでいま�
した。�

　３期１２年間、洲本市長を努めた山本安郎さん�
の白寿を祝う顕彰碑が建立され１１月２１日、建立�
地の小路谷で除幕式が行われました。完成した�
顕彰碑は、黒御影石で高さ２.４　、幅１.４　で、�
山本さん自筆による「友情」の２文字が刻まれ�
ています。�

　　　　　　　　　　　　　　　全国体育指�
　　　　　　　　　　　　　　導委員研究協�
　　　　　　　　　　　　　　議会が１１月、�
　　　　　　　　　　　　　　仙台市で行わ�
　　　　　　　　　　　　　　れ、洲本市体�
　　　　　　　　　　　　　　育指導委員・�
　　　　　　　　　　　　　　巽勝江さんが、�
　　　　　　　　　　　　　　全国体育指導�
　　　　　　　　　　　　　　委員連合「功�
　　　　　　　　　　　　　　労者表彰」を�
　　　　　　　　　　　　　　受賞しました。�
　　　　　　　　　　　　　　永年、体育指�
導委員として地域スポーツの普及、振興等に�
功績のあった人に贈られるもので、巽さんは、�
洲本市体育指導委員、淡路地区体育指導委員�
会副会長として、実践経験を活かした活動を�
されています。�

メー�
トル�

メー�
トル�

民謡が披露されました�
「街角サロン」オープン�

写真�
ニュース�
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市制60周年記念で露の五郎さんが講演� お年寄りに給食サービス�

歳末愛のたすけあい運動�
ハワイ・ヒロ市長らが�

上物部チームが県大会優勝�

お年寄りと小学生が交流�

「かど松」を配布します�
生涯学習を推進するために�

　市制６０周年記念として「ＮＨＫラジオ深夜便のつどい」が�
１１月１８日、市民会館で行われました。会場には長野県や宮崎�
県などからもファンが詰め掛け、「私の足跡」と題した露の�
五郎さんの講演やアナウンサーによるトークショーなどが行�
われました。�

　民生委員や民生協力委員、愛育班の皆さんが市内の一人暮ら�
しのお年寄りを対象に給食サービスを行っていますが、この度、�
洲本中央公民館で外町地区のお年寄りらを招いた給食サービス�
が行われました。また、この日は、保健婦による健康相談や血�
圧測定なども行われました。このサービスは、みんなでそろっ�
て楽しい食事をしてもらおうと、市内各地区で夏場などを除い�
てほぼ毎月一回行われています。�

　市国際交流協会の事業を通じて友好が深�
まっているハワイ島ヒロ市のステファン・�
ヤマシロ市長夫妻らが、１１月１７日、市役所�
を訪れ、中川市長と歓談しました。訪れた�
のは、市長夫妻のほか、日系商工会議所の�
会員ら１１人で、北九州市で開かれた日米市�
長・商工会議所の会議に参加した後、洲本�
市を訪れたもの。�

　市では、恵まれない人や身寄りのないお�
年寄りなどに暖かい正月を迎えていただこ�
うと、「歳末愛のたすけあい運動」を行い�
ました。ご協力ありがとうございました。�

　第１１回兵庫の祭りふれあいの祭典「スポー�
ツフェア’９９グラウンドゴルフ大会」が１０月２４�
日、明石市で行われ、上物部ふれあいクラブ�
Ａチームが優勝しました。メンバーは、写真�
右から、深田卓男さん（７５歳）、岡本　実さ�
ん（７６歳）、毛家村和三さん（７２歳）、山畠�
恵子さん（６５歳）、藤岡宮子さん（７２歳）、�
深田美鶴さん（７０歳）です。�
�

　洲本第三小学校の５年生が、校区の公民館�
などを訪れ、地域のお年寄りとゲームやかる�
た取りなどで交流しました。また、１０月３０日�
の土曜ふれあい学級で親子で手作りした小物�
入れをプレゼントしました。�

　市役所では、森林保護や市民の皆さん�
に明るい新年を迎えていただくため、�
「かど松」のカードを配布しています。�
今年も町内会長さんなどのご協力で各家�
庭に配布しますので、ご利用ください。�

　市内の社会教育関係者が参加した「市�
生涯学習フォーラム」が１１月２８日、市役�
所南庁舎で行われました。「生涯学習社�
会での社会教育関係委員の任務」と題し�
た聖徳大学、松下倶子教授の講話などの�
後、生涯学習時代の課題などが話し合わ�
れました。�

（１１月２２日、市役所に愛のなべが設置され�

ました）�

洲本市を訪問�
ご協力ありがとう�
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　大型イルミネーションパネルや「方舟」をモチーフに�

した光の作品のほか、さまざまな灯りが塩屋緑地を中心�

に洲本の夜をアートとイルミネーションで飾ります。�

◆と　き　１２月２４日（金）～１月１６日（日）�
◆ところ　塩屋緑地�
◆主　催　光の街洲本推進連絡協議会�

２２・０１１０�

２４・０１１９�

２５・２５２５�

　コンピュータの多くは西暦年の下２ケタで�

年月日を管理しています。「００」となる�

２０００年を１９００年と判断し、誤作動を�

起こしてしまう可能性があります。コンピュ�

ータはあらゆる分野で利用されており、この�

誤作動によってさまざなトラブルが予想され�

ています。�
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コンピュータ西暦2000年問題�

2000年へのカウントダウン�

ニューイャーフェスティバル2000 in 淡路島�
　今年も、大晦日からお正月にかけて「ニューイャーフェス�

ティバル２０００ｉｎ淡路島」が開かれます。今回のメイン�

会場は洲本八幡神社で、吉本興行のタレントによる漫才、新�

春夢花火、元旦市、スタンプラリーなどが繰り広げられます。�

　詳しくは、同フェスティバル実行委員会�

　　　　　　（洲本商工会議所内　☎２２・２５７１）へ。�

ひとり、ひとりの心の灯りがこの街を明るくします�

「光 の 街　洲 本」ご 案 内�

《 関 係 機 関 連 絡 先 》 �

機　関　名� 電 話 番 号 � 機　関　名� 電 話 番 号 �

洲 本 市 役 所 �

関 西 電 力 �

洲 本 ガ ス �

Ｎ 　 Ｔ 　 Ｔ�

２２・３３２１�

２２・０６０８�

２２・４４２４�

（局番なし）１１３�

洲 本 警 察 署 �

洲 本 消 防 署 �

淡路島テレビジョン�

�

窓
口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�



１１�

　来年に任期を迎える市長選挙、市議会議員選挙が、平成１２年７月１６�

日（日）に同時に行われることに決まりました。これまで任期満了期間が異�

なるため、個別に選挙が行われてきましたが、公職選挙法の改正で、同�

日選挙が可能となったことを受けて、市選挙管理委員会で決定したもの。�

　選挙告示日    平成１２年７月　９日（日）�

　選挙投票日    平成１２年７月１６日（日）�

　詳しくは、市選挙管理委員会（　２２・３３２１）へ。�

�

　年末・年始のごみの定期収集は、燃えるごみ・燃えないごみとも収集�

日が１回休みになりますのでご注意ください。�

　年末最後及び年始最初の地区別の収集日は下記の表のとおりです。�

　ごみ出しルール（決められた曜日に、決められた場所へ、指定ごみ袋�

で）やマナーを守ってみんなで「清潔なまちづくり」を推進し、気持ち�

よく新年を迎えましょう。�

年末（最後の収集日）� 年始（最初の収集日）�
収　集　地　区　名�もえるゴミ�もえないゴミ� もえるゴミ�もえないゴミ�

塩屋、炬口、宇山、下加茂、桑間、�

安乎地区｛山田原、北谷、古宮、�

中田、平安浦、宮野原｝�

中川原地区｛市原、二ツ石、厚浜、�

中川原、三木田、安坂｝�

上加茂、上内膳、下内膳、奥畑�

旧内町地区｛海岸通、山手１・２丁目、�

栄町１丁目、本町１～４丁目｝�

山手３丁目の一部（白滝稲荷周辺）�

大野地区｛宇原、大野、金屋、前平、�

池田、木戸、新村、池内｝�

池の山及び上物部の一部（太郎池周辺）�

由良地区｛内田、天川、由良｝�

上灘地区（中津川、相川、畑田）　　　�

物部、上物部、津田、�

【池の山及び上物部の一部（太郎池周�

辺）を除く】�

小路谷、千草地区｛野旦田、上田原、�

猪鼻、中村、竹原、東、明田｝�

納地区、鮎屋地区、�

旧外町地区｛山手３丁目、栄町２～４�

丁目、本町５～８丁目｝�

【山手３丁目の一部（白滝稲荷周辺）を�

除く】�

自分で運搬される場合は、�

燃えるごみは「やまなみ苑（緑町）」へ（但し１２月３１日（金）午後４�

時３０分まで）�

燃えないごみ・粗大ごみは、「粗大ごみ処理場（奥畑）」へ（但し１２月�

３０日（木）正午まで）�

詳しくは、市役所環境整備課（☎２２・３３２１  内線３４３）へ。�

わが家の　 ホ ー プ� 市長選挙・市議会議員選挙の日程が�

7月16日に決まりました�

▼

▽
▼

■年末・年始のごみ収集�

■年末年始の応急診察�

■耳鼻科の診療�

２８日（火）�２７日（月）�

２８日（火）�２９日（水）�

２８日（火）�３０日（木）�

２９日（水）�２４日（金）�

２９日（水）�
２９日（水）�
２８日（火）�

３０日（木）�２４日（金）�

３０日（木）�２８日（火）�

３０日（木）�２９日（水）�

４日（火）�１０日（月）�

１２日（水）�４日（火）�

１３日（木）�４日（火）�

１１日（火）�５日（水）�

７日（金）�５日（水）�

７日（金）�６日（木）�

１１日（火）�６日（木）�

１２日（水）�６日（木）�

５日（水）�

薄 雲 允 幹 ちゃん�
（平成９年８月６日生まれ）�（安乎町北谷）�

我が家の宝もの。明るく元気に育ってね。�
　　　　　　　　　　　母・智 子 さん�

うす　　 ぐも　　 まさ　　　き�

　洲本市休日応急診療所（栄町１丁目、淡路交通バス�

ターミナル東側）では、今年も年末年始の応急診療を�

次のとおり行います。診察は、洲本市医師会の医師が�

当番で担当します。必ず保険証を持参してください。�

治療を受けられるのは、軽いけがや病気に限られ１日�

だけの応急処置しかできません。�

　また、自動車で来院する場合は「洲本バスセンター�

前駐車場」をご利用ください。１時間を超える場合は�

診療窓口に駐車券を提示してください。�

　耳鼻科の診療時間は、いずれも午前９時から午後５�

時まで（受け付けは午後４時３０分まで）。受診の際に�

は、必ず保険証を持参してください。�

診 療 日� 医　療　機　関� 住　所・電　話�

１２月３０日（木）�

３１日（金）�

１月１日（土）�

２日（日）�

３日（月）�

仲野耳鼻咽喉科医院�

戸田耳鼻咽喉科医院�

福田耳鼻咽喉科医院�

中林病院（耳鼻科）�

香山耳鼻咽喉科医院�

�

洲本市栄町３―１―４３�

津名町志筑新島６―２３�

緑町広田広田８８７―１�

三原町神代国�

洲本市宇山３―１―２０�

２４・００３３�

６２・５３４７�

４５・１７９３�

４２・６２００�

２４・１１３３�

☎

☎

☎

☎

☎

開 設 日 � 受 付 時 間 �

休日応急診療所　　２４・６３４０�☎

１２月３１日（金）�

１月 １日（土）�

２日（日）�

３日（月）�

�

午前９時～１１時３０分�

午後１時～　４時３０分�

午後６時～　９時３０分�

P
洲本�
バスセンター�

アルファビア�

御食国�

いわた通り�

淡路交通�
バスターミナル�

●
銀
行�

（休日診療所）�

固定資産税・都市計画税 第３期�

国民健康保険税            第４期�

納　　期　　　１２月２７日（月）�

�

今月の納税� 製造事業所の皆さんへ�
統計調査にご協力お願いします�

第37回 淡路農林水産祭�
　淡路の農林水産業の発展を目的としたこの祭りは、今�

年で３７回目を迎えます。�

　当日は、３本の竹から流れるおかゆで、その年の豊作�

を占う粥占祭や農林水産物の展示販売などが行われます。�

　と　き　平成１２年１月１５日（土）、午前１０時～午後３時�
　ところ    伊弉諾神宮境内（一宮町）�
　詳しくは、同祭事務局（洲本農林水産事務所内　２２�

・３５４１）へ。�

♦

♦

♦

▼

♦

♦

▼

　製造事業所の実態を調査する「工業統計調査」と、�

従業者３０人以上の製造事業所の石油などの消費実�

態を調査する「石油等消費構造統計調査」が１２月�

から１月にかけて行われます。対象事業所には、調�

査員がお伺いしますので、ご協力をお願いします。�

　詳しくは、市役所総務部総務課（　２２・３３２�

１内線２２６）へ。�

�

☎☎

納税は、便利な口座振替をご利�

用ください。�

税　　務　　課�

▼

♦

♦

☎
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③
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痛
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の
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で
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冬
期
は
ゴ
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フ
の
シ
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フ
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に
も
か
か
わ
ら
ず
ゴ
ル�

フ
を
楽
し
み
た
い
人
は
注
意
が�

必
要
で
す
。
整
形
外
科
的
に
は�

以
下
の
障
害
が
発
生
し
ま
す
。�

�

　
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、�

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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次
の
と
お
り
平
成
十
二
年
成�

人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ�

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

◆
と
　
き
　
平
成
十
二
年
一
月�

　
十
日
（
成
人
の
日
）
、
午
前�

　
十
一
時
〜
（
受
付
・
十
時
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〜
）�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館�

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル�

◆
対
象
者
　
昭
和
五
十
四
年
四�

　
月
二
日
か
ら
五
十
五
年
四
月�

　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
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内
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住
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登
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さ
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す
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で
、
届
か
な
い
場�

合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
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ま
た
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本
市
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身
者
で
就
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進
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な
ど
で
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在
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洲
本
市�

に
住
民
登
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い
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で
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加
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希
望
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れ
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人
も
連
絡
を�

お
願
い
し
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す
。�
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す
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格
　
▽
昭
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十
五�

　
年
四
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二
日
以
降
に
生
ま
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た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ�

　
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人�

　
か
、
来
年
三
月
ま
で
に
卒
業�

　
見
込
み
の
人
　�

▽
普
通
自
動
車
免
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を
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す
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人
か
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得
見
込
み
の
人�

▽
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内
に
居
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し
て
い
る
か
、�

　
採
用
後
居
住
可
能
な
人�

◆
試
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日
　
平
成
十
二
年
二
月�

　
二
十
日
（日）�

◆
受
　
付
　
平
成
十
二
年
一
月�

　
十
一
日
（火）
〜
二
十
五
日
（火）�

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務
局�

（
物
部
三
丁
目
九
―
四
三
、
市�
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ツ
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ー
内
、
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２
・
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４
）
へ
。�

度
を
少
な
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す
る
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ま
り
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か
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み
に
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な
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に
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る
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と
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身
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型
フ
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ッ
シ
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こ
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を
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心
が
け
る
こ
と
。
そ
れ
に
勝
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予
防
法
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な
い
で
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う
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り
予
防
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と
で
す
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と
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す
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で
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の
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。�

ま
ず
ゴ
ル
フ
を
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む
こ
と
が
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番
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す
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な
い
人
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、
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オ
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シ
ャ
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風
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ど
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、�

体
を
目
覚
め
さ
せ
る
。
②
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を
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す
。
③
痛
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痛
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と
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。
④
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）
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ロ
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の
中
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暖
か
い
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み
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な
ど
を
入
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。
以
上
冷
え
へ�

の
対
策
を
十
分
に
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か
く
い
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私
も
冬
期
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も
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痛
に
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れ
ま
す
。
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ー
ツ
整
形
外
科
図
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　�

�

守
屋
芳
繁
、
岡
崎
荘
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ゴ
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障
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ま
せ
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で
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。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�
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成
１２
年
成
人
式
の
ご
案
内�

青
少
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健
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成
協
会
の
職
員
を
募
集
し
ま
す�

１２�

木村医院�

木村一郎 医師�

�

 

ゴ
ル
フ
に
よ
る
障
害�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

Dr

（財）�

Ｉ字型フィニッシュ�



１３�

ヒ

ナ

バ

ッ

タ

�
�

２１４�

７６�

鶏
の
五
目
蒸
し�

ヒナバッタの雌�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（日本昆虫協会会員）�

◆材料（５～６人分）�
鶏ひき肉 　　　　 ３００�
ミックスベジタブル（冷凍）１００�
卵                 　　　　　１個�
パン粉      　　　　カップ�
水             　　　　大さじ２�
生姜汁          　　　小さじ１�
砂糖、塩  　　　 各小さじ�
しょうゆ、酒  　 各大さじ１�
かたくり粉      　　大さじ１�
かたくり粉�
サラダ油�
しょうゆ        　　 大さじ１�
砂糖、酒      　　 各大さじ１�
みりん          　　　大さじ２�
ラップフィルム�

３�
１�

２�
１�

グラ�
ム�

グラ�
ム�
グラ�
ム�

グラ�
ム�

◆
作
り
方�

①
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
は
、�

　
さ
っ
と
熱
湯
を
か
け
、
か
た�

　
く
り
粉
大
さ
じ
一
を
ま
ぶ
す
。�

レ
ン
コ
ン
の
ご
ま
サ
ラ
ダ�

◆
作
り
方�

①
レ
ン
コ
ン
と
人
参
は
五
　
幅�

　
に
切
り
、
茹
で
て
Ａ
で
あ
え
、�

　
ご
ま
を
ふ
る
。�

�

②
ボ
ー
ル
に
①
、
ひ
き
肉
、
Ａ�

　
を
入
れ
よ
く
練
る
。�

③
二
十
　
幅
の
ラ
ッ
プ
に
三
分�

　
の
一
の
量
を
乗
せ
、
棒
状
に�

　
包
み
、
端
を
ね
じ
る
。�

④
レ
ン
ジ
に
三
分
か
け
た
後
、�

　
う
ら
返
し
二
分
加
熱
す
る
。�

⑤
薄
く
か
た
く
り
粉
を
ま
ぶ
し�

　
油
で
焼
き
、
Ｂ
を
加
え
て
か�

　
ら
め
る
。�

�
◆材料�
レンコン      　　　  ２００�
人参              　　　　３０�
みそ、酢、砂糖　　各大さじ１�
ごま油、酒      　　　小さじ１�
ごま（する）   　　 大さじ２�

セ
ン�
チ�

セ
ン�

チ�

前
後
、
雌
は
二
十
五
か
ら
三
十�

　
で
す
。
全
体
に
褐
色
で
暗
褐�

色
の
斑
紋
が
あ
り
、
胸
の
部
分�

を
上
か
ら
見
る
と
、
『
く
』
の�

字
状
の
細
い
線
が
あ
り
ま
す
。�

　
成
虫
は
七
月
か
ら
十
二
月
に�

�

ミ�　
リ�

ミ�　
リ�

か
け
て
出
現
し
、
暖
か
い
年
に�

は
一
月
で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。�

平
地
か
ら
低
山
地
に
生
息
し
て�

い
て
、
日
当
た
り
の
良
い
草
原�

を
好
み
、
丈
の
低
い
植
物
の
上�

で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。�

　
雄
は
後
脚
を
羽
と
直
角
に
し
、�

太
も
も
を
羽
の
脈
に
こ
す
り
つ�

け
て
、
シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
と
鳴
き�

ま
す
。
な
お
、
幼
虫
の
ま
ま
晩�

秋
ま
で
残
っ
た
も
の
に
は
、
赤�

く
な
る
個
体
が
あ
り
ま
す
。�

　
ヒ
ナ
バ
ッ
タ
は
、
北
海
道
か�

ら
九
州
に
か
け
て
広
く
分
布
し�

て
お
り
、
淡
路
島
で
も
各
地
の�

草
地
で
見
ら
れ
ま
す
。�

�

　
ヒ
ナ
バ
ッ
タ
は
名
前
の
通
り�

小
形
で
、
雄
の
体
長
は
二
十�

�

「洲本市ＨＯＰＥ住宅賞」を募集します�
　市では、街なみと調和した安全で快適な住まいづくりを推進�

しています。その一環として「洲本市ＨＯＰＥ住宅賞」として、�

住む人や景観に配慮した住宅や住宅団地を市民の皆さんから募�

集します。優れた作品は、各部門ごとに表彰します。�

�
◆応募対象�
　次の３部門の主旨に沿った作品を応募してください。ただし、�
　市内の作品に限ります。�

◆応募方法等�
　　自薦、他薦を問いません。�
　　所定の応募用紙に必要事項を記入して、提出してください。�
　　受け付けは、平成１２年１月５日（水）～２月１０日（木） �
   （ただし、土、日、祝日は除きます）�
　受け付け、問い合せは、市役所都市計画課（☎２２・３３２１�
内線３６３）へ。�

おおむね５年以内に新築か増改築した住宅で、�

住み良さ、高齢者への対応、災害への対応な�

どの工夫をしたもの（店舗付住宅を含む）�

おおむね１０年以内に新設された住宅団地で、�

道路や通路、公園などの公共施設、個々の建�

物のデザインや屋外づくりに配慮したもの�

おおむね５年以内に新築か増改築した住宅で、�

住宅外装や門、塀、生け垣、前庭、駐車場な�

ど街なみの景観づくりに配慮したもの�

△
△

△
▲

住 宅 部 門�

住宅団地部門�

街なみ部門�

������
������
������
������

yyyyyy
yyyyyy
yyyyyy
yyyyyy
第16回ＣＳＲ淡路島ふれ愛まつり�
◆と　き　平成１２年１月９日（日）　午後１時～４時�
◆ところ　津名町グラウンド（津名町臨海運動公園）�
          　　（津名町志筑新島７―１）�

◆内　容　　たこづくり教室・たこあげ大会 　手作りヒコーキ飛ば�
　　　　　し大会 　もちつき�

　詳しくは、勤労青年ＣＳＲ淡路委員会事務局�
  　　　　　　　　　　　　（淡路県民局内  　２２・３５４１）へ。�
�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

☎

参加無
料�

ゆ�

Ａ�

Ｂ�

Ａ�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�



山際  文男�

１４�

◆理容師�
　宇治野　千津子（海岸通）�

　鈴　木　惠美代（本　町）�

◆美容師�
　原　　　トシ子（下内膳）�

　山　田　道　子（中川原町安坂）�

◆印刷工�
　藤　井　和　子（物　部）�

◆屋根葺工�
　池　本　利　男（小路谷）�

◆マッサージ師�
　上土井　俊　秋（上物部）�

　「被災者自立支援金」の対象は、住宅が全壊したか、半壊し�

解体した世帯で、世帯の所得金額や世帯主の年齢などが次の表�

に該当する世帯で、来年３月３１日までに恒久住宅に入居する�

ことが必要です。�

　２年間かけて日本列島を歩いて一回りする伊能ウ�

ォーク隊が、来年２月に本市に到着します。洲本市�

から津名町まで、約２００年前に伊能忠敬がたどっ�

た道を本部隊員らと歩いてみませんか。�

◆と　き　２月１日（火）、午前８時４５分、市役所前�
　を出発。津名町役場までの約１６　を歩きます。�

　また、出発から１～２　を歩く見送りウォーカー�

　も募集します。�

◆受　付　午前８時から市役所前で受け付けします。�
　駐車場は各自ご用意ください。�

◆参加費　５００円（完歩証、ゼッケン、バッジ、�
　保険料）。見送りウォーカーは無料ですが、バッジ、�

　保険などはありません。�

◆対　象　健康な人ならどなたでも。参加者は、各�
　自お弁当と湯茶サービスの際のコップをご持参く�

　ださい。到着後は自由解散となりますので、帰り�

　の交通手段については、各自でお願いします。�

　詳しくは、朝日新聞社伊能プロジェクト事務局�

　（☎０３・５５４１・８９６５）へ。�

　社会保険事務所の職員を名乗る中年男性が、現金�

をだまし取る事件が姫路、神戸で発生しています。�

　社会保険事務所の職員が年金を受けている人のお�

宅を訪れて、手数料を取ることは一切ありません。�

ご注意ください。�

◆１２月２４日（金）　午前１０時～午後３時半�

　洲本保健所�

　洲本保健所で毎週（第１～４週）実施しています一般健康相�

談が１月から予約制となります。�

　詳しくは、同保健所（☎２２・３５４１内線４１９・４２１）へ。�

　洲本市の技能功労者表彰式が１１月２３日、市総合福祉会館で�

行われました。この表彰式では永年にわたって同一職種に専念し、�

優れた技能を持って社会に貢献された皆さんの功績をたたえるも�

ので、昨年まで２４年間で４２３人の方が受賞しています。�

　今年の受賞者の皆さんは、次のとおりです。（敬称略）�

◆大　工�
　山　際　文　男（下加茂）�

◆左　官�
　細　田　孝　弘（中川原町安坂）�

◆石　工�
　山　口　昌　彦（本　町）�

◆塗装工�
　中　畑　勝　男（桑　間）�

◆板金工�
　川　野　孝　雄（由　良）�

◆自動車整備士�
　皿　池　義　和（宇　山）�

～技能功労者表彰～�

山際  文男�

被災者自立支援金の申請期限は�
来年4月28日（金）までです�
被災者自立支援金の申請期限は�
来年4月28日（金）までです�

詳しくは、市役所介護福祉課（☎２２・３３２１内線２７１）へ。�

２　世帯全員の住民税（所得割）か所得税が非課税で、世帯主�

　の年齢（または要援護世帯の認定日）が下表の区分に該当す�

　る世帯�

�

平成１０年７月１日に６５歳以上の人�
または同日までに認定されている要援護世帯�

平成１０年７月１日に６４歳から６２歳のまでの人�

１　世帯全員の総所得金額の合計額と世帯主の年齢・要援護世�

　帯の認定日が下表の区分に該当する世帯（２の世帯を除く）�

総所得金額の�
合計額�

世帯主の年齢・要援護世帯�
の認定日�

支　給　金　額�

複数世帯�単身世帯�

３４６万円以下の世帯�

３４６万円超�
５１０万円以下の世帯�

５１０万円超�
６００万円以下の世帯�

１００万円�

５０万円�

�

７５万円�

３７万５千円�

世帯主の年齢は問いません�

平成１０年７月１日に４５歳以上の人�
または同日までに認定されてい�
る要援護世帯�

平成１０年７月１日に６０歳以上の人�
または同日までに認定されてい�
る要援護世帯�

世帯主の年齢・要援護世帯の認定日�
支　給　金　額�

複数世帯� 単身世帯�

１２０万円�

１００万円�

９０万円�

７５万円�

お知らせ�

年金手続きの詐欺にご注意を！�

献血日程�

キ�
　ロ�

キ�
　ロ�

「伊能ウォーク」隊と歩きませんか！�

参加者�
募集�
参加者�
募集�

さんらに�

おめでとう



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

　
今
月
号
の
教
育
ひ
ろ
ば
の
作�

文
を
読
ん
で
思
い
出
し
た
言
葉�

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し�

ま
す
。
今
年
七
月
に
行
わ
れ
た�

「
あ
こ
る
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
に�

出
演
し
た
障
害
者
で
作
る
バ
ン�

ド
の
人
の
言
葉
で
す
。
「
私
た�

ち
は
上
手
な
言
葉
や
上
手
な
声�

を
持
た
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ�

で
も
一
緒
に
歌
え
ば
幸
せ
に
な�

れ
る
。練
習
は
苦
し
い
け
れ
ど
、�

音
を
重
ね
る
こ
と
は
、
心
を
重�

ね
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
練
習
し�

て
い
ま
す
。
」
一
生
懸
命
が
大�

切
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
コ
ン�

サ
ー
ト
で
し
た
◆
一
九
〇
〇
年�

代
も
い
よ
い
よ
最
後
と
な
り
ま�

し
た
。
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
、�

こ
の
一
〇
〇
年
間
の
出
来
事
や�

事
件
な
ど
を
特
集
し
た
記
事
が�

出
て
い
ま
す
。
広
報
で
は
、
と�

て
も
百
年
は
振
り
返
れ
ま
せ
ん�

の
で
、
と
り
あ
え
ず
「
平
成
十�

一
年
重
大
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て�

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み�

ま
し
た
◆
来
年
二
月
に
洲
本
市�

は
市
制
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。�

そ
こ
で
、
一
月
号
で
は
、
六
十�

年
を
振
り
返
り
、
併
せ
て
二
十�

一
世
紀
へ
の
街
づ
く
り
に
つ
い�

て
の
夢
を
特
集
し
た
い
と
考
え�

て
い
ま
す
◆
来
年
も
広
報
「
す�

も
と
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し�

ま
す
。
よ
い
お
正
月
を
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
Ｔ
）�

�

ママメイト�

いのちって何だ　毎月第１～４月曜�

　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　１２月２１日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　１２月２１日�

　（火）、受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　１月１１日（火）、受�

　付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　２月１日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�

　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

乳幼児相談　１月２１日（金）、午前９�

　時３０分～１１時�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�

　付・午後１時～１時３０分�

�

�

成人健康相談　１月１２日（水）、午後�

　１時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�

　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など）�

フッ素塗布　毎週火曜日、午前９時�

　３０分～１１時３０分、予約が�

　必要（☎２２・３５４１）料金�

　１，４８０円�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�

　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�

　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

�

胃がん検診　１月５日（水）、午前９時�

　～正午（申込＝市保健センターへ）�

２時間人間ドック　毎週火曜日、午�

　前９時～（料金１５，５７０円、申込�

　＝洲本保健所へ）洲本市民で国民�

　健康保険に加入し３０歳以上の人�

　に８，０００円、社会保険などの加�

　入者で４０歳以上の人に５，０００�

　円の助成があります。（ただし１�

　年度１回限り）　　�

　１２月、１月の乳幼児健康審査を�

次のとおり行います。対象者には問�

診票などを送付しますので、母子手�

帳を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。１月�

　５日（水）、１月１９日（水）、（受付・�

　市役所市民相談係で電話による予�

　約受付けをしています（☎２２・�

　３３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　１月５日（水）、午後１時１５�

　分～（受付・午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　毎月第３金曜日、午�

　前１０時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎週月～金曜日、午前�

　９時～午後５時、青少年センター�

　（☎２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～土曜日、午前９時�

　～午後５時、淡路県民局（フリー�

　ダイヤル０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

　　　　 お　知　ら　せ�

　年末年始の休館日と特別貸出期間�

のお知らせをします。�

　　　【年末年始の休館日】�

平成11年12月27日（月）�

　　　　　～平成12年１月４日（火）�

となっております。�

　またそれに併せて１２月１４日～１２月�

２６日までの間は特別に、貸出冊数を�

１０冊以内までといたします。年明け�

１月５日（水）からは通常通り５冊まで�

の貸し出しとなります。�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

な や みぜろ�

１２月２４日（金）�

１月６日（木）�

１月１３日（木）�

１月２０日（木）�

１月２８日（金）�

�

�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

�

Ｈ１１年９月生�

�

�

Ｈ１１年２月生�

�

Ｈ１０年５月生�

�

�

�

Ｈ１０年６月生�

�

�

Ｈ８年１０月生�

�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎２４・４８３０　青雲中学校前）へ。�▼

健康相談�

市民相談�

健康診査�
乳 幼 児 �

図 書 館 �
（☎２２・０７１２）�

（日時と場所）�
　　　１２月２５日（土）�

・おはなし会　午後２時より�

　　　　　　　おはなしのへや�

・人　形　劇　午後３時より�

　　　　　　　２階  視聴覚室�

１．日時　１月８日（土）�
　　　　　午後２時より�

２．場所　図書館　おはなしのへや�

クリスマス会�

�

おはなし会�

�



１６�

介
護
保
険
は

み
ん
な
の
思
い
や
り
で�

〈
シ
リ
ー
ズ
介
護
保
険
　
〉�

⑨

介
護
保
険

Ｑ
＆

Ａ�

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

答
三
　
介
護
を
必
要
と
す

る
人
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

か
の
組
み
合
わ
せ
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
で
す
。
指
定
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
や
介
護

保
険
施
設
の
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
が
、
介
護
が
必
要
な

人
や
、
そ
の
家
族
な
ど
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
心

身
な
ど
の
状
況
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
作
成
し
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
機
関
と
の
連
絡

や
調
整
を
行
い
ま
す
。
こ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
費
に
は
本
人
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
要
介
護
認
定
結
果
通
知

書
と
と
も
に
送
ら
れ
て
く

る
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
名
簿
を
参
考
に
し
て
、

直
接
、
事
業
所
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
の
作
成
を
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
四
　
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で

す
か
？

答
四
　
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
分
野
で
一
定
期
間
の

封
さ
れ
て
い
ま
す
。
在
宅�

で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給�

を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ず�

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業�

所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
介
護
保
険
施
設�

に
入
所
し
て
い
る
人
、
こ�

れ
か
ら
介
護
保
険
施
設
を�

利
用
す
る
人
は
、
利
用
す�

る
介
護
保
険
施
設
に
連
絡�

し
て
く
だ
さ
い�

問
二
　
な
ぜ
指
定
居
宅
介�

護
支
援
事
業
所
に
連
絡
す�

る
の
で
す
か
？�

答
二
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は�

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ�

ア
プ
ラ
ン
）
に
よ
り
提
供�

さ
れ
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ�

ス
計
画
を
作
成
せ
ず
に
サ�

ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
は
、�

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ�

た
費
用
を
一
旦
全
額
自
己�

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま�

せ
ん
。�

問
三
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
計�

画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）と
は
ど

��

問
一
　
要
支
援
や
要
介
護�

の
通
知
を
受
け
た
後
は
ど�

う
す
る
の
で
す
か
？�

答
一
　
要
介
護
認
定
を
申�

請
す
る
と
三
十
日
以
内
に�

要
介
護
認
定
結
果
が
通
知�

さ
れ
ま
す
。
通
知
に
は
認�

定
の
結
果
と
認
定
の
有
効�

期
限
の
ほ
か
に
、
介
護
サ�

ー
ビ
ス
の
利
用
例
、
介
護�

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
機�

関
で
あ
る
指
定
居
宅
介
護�

支
援
事
業
所
の
名
簿
が
同�

�

実
務
経
験
が
あ
り
、
資
格

試
験
に
合
格
し
、
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
に
な
る
た
め
の

実
務
研
修
を
修
了
し
た
人

で
す
。�

問
五
　
認
定
の
と
き
介
護�

認
定
審
査
会
に
よ
る
判
定�

は
公
正
で
す
か
？�

答
五
　
介
護
認
定
審
査
会�

は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の�

専
門
家
で
構
成
さ
れ
、
全�

国
一
律
の
基
準
で
認
定
の�

た
め
の
審
査
判
定
を
行
い�

ま
す
。ま
た
、客
観
的
で
公�

平
な
審
査
を
行
う
た
め
に
、�

審
査
に
際
し
て
は
、
個
人�

を
特
定
出
来
る
情
報
（
申�

請
者
の
名
前
や
住
所
な
ど
）�

は
ふ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
と
き
、
第
二
号
被�

保
険
者
の
場
合
は
、
介
護�

を
必
要
と
す
る
状
態
が
、�

加
齢
を
原
因
と
す
る
特
定�

疾
病
で
あ
る
か
ど
う
か
も�

審
査
し
ま
す
。�

問
六
　
要
介
護
認
定
に
不�

服
が
あ
る
場
合
の
審
査
請�

求
の
手
続
き
は
？�

答
六
　
要
介
護
認
定
の
結�

果
通
知
を
受
け
て
か
ら
六�

十
日
以
内
に
兵
庫
県
介
護�

保
険
審
査
会
に
申
請
を
行�

い
ま
す
。
（
市
役
所
の
介�

護
福
祉
課
で
も
受
け
付
け�

�

し
、
取
り
次
ぐ
こ
と
が
で�

き
ま
す
。）�

問
七
　
病
院
に
入
院
中
で�

も
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
受
け�

ら
れ
ま
す
か
？�

答
七
　
け
が
や
病
気
で
一�

般
病
院
に
入
院
し
て
い
る�

場
合
は
、
今
ま
で
通
り
医�

療
保
険
か
ら
の
給
付
と
な�

り
ま
す
。
介
護
保
険
か
ら�

の
サ
ー
ビ
ス
給
付
は
受
け�

ら
れ
ま
せ
ん
。�

介
護
サ
ー
ビ
ス（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）�

作
成
の
流
れ�

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関�

　
な
ど
と
の
連
絡
・
調
整�

④
状
態
・
希
望
に
基
づ
く
介�

　
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成�

③
状
態
把
握
と
希
望
サ
ー
ビ�

　
ス
の
確
認�

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成�

　
依
頼�

①
要
介
護
認
定
結
果
通
知�

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業�

所
・
介
護
保
険
施
設
へ�

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業�

所
か
ら
の
訪
問�←�←�

介護認定審査会は専門家で構成され公平に行われます。�


